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論 文 題
領域分害J法によるセットベース有限要素法
(トラス構造解析への適用)
今日の製造分野では,初期設計段階から製造性, リサイクル性などの後工程を同時並行的に考
慮するコンカレントエンジニアリング(CE)による設計開発を行い,開発期間の短縮,コス ト削減
などを図ることが多い.初期設計段階で後工程のことを考慮するということは,後工程での致命
的な不具合の発生率を可能な限り下げ,製造工程内の下流から上流べの手戻りを防ぐという目的
をもつており,ライフサイクル内の設計段階の中でも最も上流である初期設計段階において,後
工程のことを検討するのが望ましいといわれている。
またCEでは,Computer Aided Engineeringなどの計算機を用いた設計支援システムを通じ
て情報の共有・共用を行い,設計,構造解析 (強度,振動などの特性解析)などを同時並行して
作業することで,開発期間の短縮と開発コストの低減化を図ることが一般的になつてきている.
その中でも有限要素法OEMlを用いた構造解析が有効である。しかし,初期設計段階では,設計
変数や要求性能の値を設計値として確定的には決定できないため,数値が決定しているパラメー
タと未決定のパラメータが混在する.したがつて,明確なポイント値 (取り得る値1つ)を用い
て解析するFEMへの適用は難しい。
本研究では,初期設計段階において,数値が未決定のパラメータをポイント値ではなく範囲で
与えることができ,また,設計者の意図を選好度として表現することにより,設計者の意図を反
映した設計解集合を導出することができるセットベース設計手法の概念をFEMに適用すること
を考えた。これにより,初期設計段階から不確定な情報が存在する条件下で,構造解析を行い,
範囲を有する要求性能を満足する設計解集合を導出する構造解析設計手法を提案する。解析対象
として2次元および3次元 トラス構造への適用による提案手法の汎用性の向上,および入力変数
解集合から出力性能集合を求める過程での計算効率の向上,要求性能集合から入力設計変数集合
を求める機能 (集合の絞込み)の3次元 トラス構造解析での実装,初期設計の特徴に対応して範
囲入力値を扱えるシステムの構築を目的とする。
本研究では,解析対象を2次元および3次元 トラス構造とし, 3次元 トラス構造を解析対象と
した場合の集合の絞込みを可能とし,要求性能範囲を満たした最終設計の範囲解を得ることがで
きるシステムを開発した.さらに領域分割法および形状等の概略的変更 (例えば,一様な変更)
を可能にする機能を導入することにより,解析時間の短縮と初期設計に対応した形状設計の設計
解を与えることを可能とした.またこれらの有効性を複数の例題解析により示した.
